
ま
た
、
天
文
方
田
中

技
術
と
細
工
・
か
ら

文
学
、
芸
能
、
演
劇

に
な
っ
て
存
在
し
て

謎
を
解
き
明
か
そ
う

を
生
き
抜
い
た
一
人

本
稿
で
は
、
科
学

は
じ

田
中
久
重
は
東
芝

知
ら
れ
て
い
る
。
彼

者
で
あ
り
、
日
本
の

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

田
中

近
江
大
掾
源
久
重
を
受
領
し
て
お
り
、

く
り
が
隣
り
合
わ
せ
に
あ
っ
た
。
い
や

等
が
渾
然
一
体
の
も
の
と
し
て
庶
民
の

い
た
。
好
奇
の
ま
な
ざ
し
を
も
っ
て
、

と
夢
中
に
な
っ
た
時
代
で
あ
る
。
幕
末

の
か
ら
く
り
師
の
姿
に
注
目
し
て
み
た

技
術
史
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
芸
能

め
に

の
創
始
者
で
あ
り
、
万
年
時
計
や
無
尽

は
日
本
の
科
学
技
術
の
黎
明
期
に
現
れ

科
学
技
術
史
に
占
め
る
彼
の
存
在
の
大

る
。
久
重
が
、
か
ら
く
り
師
と
し
て
活

近
江
大
掾
の
か
ら
く
り

｜
｜
芸
能
と
科
学
の
狭
間
｜
｜

当
時
に
あ
っ
て
は
、

、
科
学
や
美
術
、

間
に
ご
ち
ゃ
ま
ぜ

不
思
議
を
楽
し
み
、

の
刺
激
的
な
時
代

い
。

研
究
の
立
場
か
ら
、

田
中
近
江
の

が
個
々
の
演

う
え
で
不
可

え
る
。
こ
れ

る
と
は
い
え

興
行
の
台
本

燈
の
作
者
と
し
て

た
大
い
な
る
技
術

き
さ
は
よ
く
指
摘

躍
し
て
い
た
こ
と
、

改
め
て
田
中

は
、
受
領
後

具
体
的
に

興
行
の
実
態

る
が
、
芸
能

江
大
掾
の
か

技
術
と
か
ら
く
り
が
ど
の
よ
う
に
出
会

目
に
よ
っ
て
、
推
測
で
き
る
。
最
後
に

欠
の
資
料
と
さ
れ
る
『
田
中
近
江
図
案

は
、
基
礎
資
料
と
さ
れ
な
が
ら
必
ず
し

な
い
。
備
忘
録
な
の
か
、
記
録
な
の
か

な
の
か
考
え
て
み
た
い
。

近
江
大
掾
の
か
ら
く
り
に
つ
い
て
、
見

の
田
中
近
江
の
名
称
を
使
用
し
て
い
く

は
、
現
存
す
る
興
行
番
付
を
手
が
か
り

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
わ

記
録
や
絵
画
資
料
も
合
わ
せ
見
る
こ
と

ら
く
り
の
上
演
形
態
を
明
ら
か
に
す
る 一

山

田

い
、
融
合
し
て
い
く
の
か

、
彼
の
か
ら
く
り
を
知
る

』
に
つ
い
て
も
検
討
を
加

も
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い

、
ア
イ
デ
ア
帳
な
の
か
、

直
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で

こ
と
に
し
た
い
。

に
し
な
が
ら
、
か
ら
く
り

ず
か
に
残
る
番
付
で
は
あ

で
、
そ
こ
か
ら
、
田
中
近

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

八
〇

和

人



田
中
近
江

田
中
近
江
は
、
五

右
衛
門
と
異
名
を
と

こ
れ
に
、
別
の
資

文
政
七
年
六
月
に

し
て
お
り
、
翌
八
年

文
政
七
年

文
政
八
年

文
政
十
一
年

天
保
元
年

弘
化
四
年

嘉
永
三
年

嘉
永
五
年

一
、

田
中
近
江
の
手
に

連
の
記
事
を
抜
粋
す

寛
政
十
一
年

文
政
二
年

文
政
三
年

文
政
五
年

大
掾
の
か
ら
く
り

穀
神
社
で
の
か
ら
く
り
興
行
を
再
三
行

る
に
至
る
。

料
を
あ
わ
せ
て
補
足
す
る
と
次
の
よ
う

大
坂
難
波
新
地
で
「
阿
蘭
陀
一
流
水
か

三
月
に
大
坂
南
地
野
が
は
見
世
物
と
し

肥
前
肥
後
大
阪
京
都
行

五
穀
神
社
ニ

江
戸
兩
國
ニ
テ
見
世
物

五
穀
神
社
大
賑
ヒ

五
穀
神
社
賑
ヒ

須
弥
山
儀

萬
年
時
計
製
造
カ

ル

蒸
汽
雛
形
ヲ
作
ル

田
中
近
江
大
掾
の
興
行
略
年
譜

な
る
「
翁
手
記
の
年
譜
」
か
ら
、
か
ら

る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

竹
ノ
輪
水
上
ゲ

五
穀
神
社
賑
ヒ
ハ
ジ
マ
ル

雲
切
人
形

發
明
風
砲
製
作

五
穀
神
社
祭

い
、
か
ら
く
り
儀

に
な
る
。

ら
く
り
」
を
興
行

て
「
阿
蘭
陀
一
流

を
中
心
と
し

嘉
永
七
年
の

さ
れ
て
移
住

田
中
近
江

江
の
末
妹
で

テ
水
仕
掛
ケ

を
興
行
し
、

大
が
ら
く
り

翌
安
政
二

制
作
し
、
薩

し
て
、
翌
年

る
。田

中
久
重

く
り
及
び
発
明
関

作
ル

八
年
に
江
戸

水
か
ら
く
り

興
行
を
重
ね

嘉
永
元
年
二

行
し
て
い
る

嘉
永
二
年

嘉
永
六
年

水
か
ら
く
り

一

た
前
後
と
考
え
ら
れ
る
。
田
中
近
江
の

興
行
が
最
後
と
な
る
。
そ
の
翌
年
に
は

す
る
こ
と
に
な
る
。

の
科
学
技
術
へ
の
関
心
は
、
蘭
学
者
の

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
元
恭
と
の
時
習

翌
七
年
正
月
に
は
、
京
都
誓
願
寺
境
内

、
蒸
気
か
ら
く
り
」
が
興
行
さ
れ
て
い

年
に
は
、
佐
賀
藩
精
練
方
に
て
蒸
気
船

摩
藩
、
久
留
米
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
る

、
田
中
製
造
所
を
開
業
し
、
明
治
十
四

が
か
ら
く
り
興
行
を
行
っ
て
い
た
の
は

両
国
で
見
世
物
興
行
を
行
っ
て
お
り
、

」
を
上
演
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
大
坂

て
い
る
（『
田
中
近
江
大
掾
』）。

月
に
、
江
戸
高
輪
泉
岳
寺
開
帳
の
時
、

（『
見
世
物
研
究
』）。

に
嵯
峨
御
所
か
ら
、
田
中
近
江
大
掾
源

正
月
に
は
、
大
坂
難
波
新
地
野
側
で

」
を
興
行
し
て
い
る
（『
摂
陽
奇
観
』）

八
一

か
ら
く
り
興
行
は
、
こ
の

、
佐
賀
藩
精
練
方
に
招
聘

広
瀬
元
恭
の
妻
イ
ネ
が
近

館
で
の
親
交
に
つ
な
が
る
。

に
お
い
て
、「
時
計
細
工

る
。

と
蒸
気
機
関
車
の
模
型
を

。
明
治
六
年
に
は
、
上
京

年
に
久
重
は
生
涯
を
閉
じ

、
文
政
後
半
と
嘉
永
年
間

お
そ
ら
く
「
阿
蘭
陀
一
流

難
波
新
地
・
江
戸
両
国
と

万
年
時
計
の
見
世
物
を
興

久
重
を
受
領
す
る
。

「
ぜ
ん
ま
い
こ
ま
ノ
一
曲
」

。「
翁
手
記
の
年
譜
」
に
は
、



乍
憚
御
披
露

改
年
之
御
吉
慶
不

泰
被
遊
御
座
奉
恐
賀

随
而
拙
子
三
十
ヶ

ら
く
り
仕
か
け
細
工

ニ
付
其
後
御
礼
の
た

風
仕
候
折
柄
不
計
受

折
の
番
付
で
あ
る
。

二
、

次
に
掲
げ
る
番
付

る
（
大
阪
府
立
中
之

番
付
の
口
上
を
掲

丑
正
月
吉
日
よ
り

田
中
近
江

そ
し
て
、
そ
の
門
人

賀
藩
精
練
方
に
と
も

で
は
な
く
、
京
都
の

の
京
都
の
果
し
た
役

現
在
、
田
中
近
江

る
。
文
政
七
年
六
月

可
有
際
限
御
座
目
出
度
申
納
候
先
以
諸

候年
以
前
田
中
義
右
衛
門
と
申
比
御
当
地

興
行
仕
候
処
御
機
嫌
相
叶
永
く
大
入
仕

め
珍
し
き
細
工
物
何
哉
入
御
覧
度
兼
而

領
蒙
御
免
許
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存

嘉
永
六
年
正
月
の
番
付

は
、
嘉
永
六
年
正
月
大
坂
難
波
新
地
の

島
図
書
館
所
蔵
）。

げ
て
お
く
。

な
ん
ば
新
地
お
ゐ
て

大
掾
の
か
ら
く
り

で
あ
る
佐
野
常
民
、
中
村
奇
輔
、
石
黒

に
赴
く
こ
と
に
な
る
。
九
州
各
地
の
科

蘭
学
者
に
よ
っ
て
移
植
さ
れ
て
い
く
こ

割
の
大
き
さ
が
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら

の
か
ら
く
り
絵
番
付
と
し
て
は
、
三
点

大
坂
、
嘉
永
六
年
正
月
大
坂
、
七
年
正

君
子
様
方
益
御
安

野
側
ニ
於
て
水
か

外
聞
旁
難
有
仕
合

存
念
ニ
て
種
々
工

依
て
猶
以
巳
来
油

金
属
ぜ
ん
ま

ろ
う
。
田
中

ら
く
り
に
応

も
し
く
は
ク

近
江
は
、
西

い
っ
た
。
ぜ

を
使
用
す
る

興
行
の
番
付
で
あ

筑
後
産
京

大
工
後
藤
恵

こ
の
番
付

弓
三
弦
太
鼓

応
用
し
た
も

が
働
く
よ
う

と
い
う
の
は

寛
二
ら
と
は
、
佐

学
技
術
は
、
江
戸

と
に
な
る
。
幕
末

も
う
か
が
え
る
。

が
確
認
さ
れ
て
い

月
京
都
の
興
行
の

断
な
く
丹
誠

木
琴
胡
弓
三

紅
毛
時
計
の

の
音
曲
に
合

工
仕
候
付
鳴

栄
当
々
と
御

い
を
使
用
し
た
時
計
技
術
を
駆
使
し
た

近
江
が
西
洋
の
時
計
の
仕
組
み
か
ら
ヒ

用
し
た
も
の
と
言
え
る
。
従
来
で
あ
れ

ジ
ラ
の
ヒ
ゲ
の
ぜ
ん
ま
い
等
を
動
力
と

洋
の
時
計
技
術
を
導
入
し
て
そ
れ
を
動

ん
ま
い
も
従
来
の
ク
ジ
ラ
の
ヒ
ゲ
等
で

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
時
期

都
住

田
中
近
江
大
掾
源
久
重

伜
弥

七の
口
上
に
よ
れ
ば
、
人
形
の
離
れ
業
と

等
の
楽
器
の
音
色
や
鳥
の
鳴
き
声
は
す

の
で
、
す
べ
て
自
動
で
演
奏
さ
れ
、
そ

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ

、
お
そ
ら
く
、
西
洋
の
か
ら
く
り
時
計 一

を
こ
ら
し
工
夫
仕
古
今
無
類
人
形
の
放

弦
太
鼓
都
而
楽
器
の
音
色
或
は
鳥
類
の

妙
術
を
考
ヘ
い
さ
ゝ
か
も
人
力
を
借
ず

し
且
木
偶
の
働
等
古
よ
り
未
発
の
工
夫

呼
が
ま
な
が
ら
近
日
よ
り
奉
入
御
覧
候

見
物
之
程
偏
奉
希
上
候
以
上

か
ら
く
り
だ
っ
た
の
で
あ

ン
ト
を
得
て
、
そ
れ
を
か

ば
、
人
力
、
水
力
、
重
力

し
て
き
た
の
だ
が
、
田
中

力
や
仕
掛
け
に
応
用
し
て

は
な
く
、
真
鍮
ぜ
ん
ま
い

の
か
ら
く
り
は
、
田
中
近

三
郎

人
形
師
飯
田
甚
作

笙
篳
篥
笛
喇
叭
琴
木
琴
胡

べ
て
紅
毛
時
計
の
妙
術
を

の
音
曲
に
あ
わ
せ
て
人
形

で
い
う
紅
毛
時
計
の
妙
術

の
技
術
で
あ
り
、
歯
車
と

八
二

業
其
外
笙
篳
篥
笛
喇
叭
琴

鳴
声
に
い
た
る
迄
残
ら
ず

自
然
と
音
色
を
発
し
夫
々

実
に
拙
子
一
世
一
代
の
細

間
何
卒
初
日
よ
り
賑
々
敷
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に
二
間
半
の
大
独
楽

か
れ
て
い
る
。
図
に

に
は
、
鉦
を
打
っ
た

巨
大
な
琴
を
演
奏
す

を
弾
く
唐
子
の
乗
っ

板
の
上
で
、
鉦
や
太

鉦
や
喇
叭
を
吹
く
唐

い
ず
れ
が
先
か
は
は

っ
た
ん
導
入
さ
れ
る

世
物
が
巨
大
化
し
て

こ
う
し
た
動
力
源
の

本
論
に
戻
っ
て
、

様
子
を
見
て
い
き
た

こ
の
絵
番
付
は
、

田
中
近
江

江
に
限
ら
ず
、
こ
う

滑
で
、
持
続
性
の
あ

富
右
衛
門
の
細
工
に

興
行
年
次
は
明
ら
か

計
で
あ
っ
た
。
そ
の

い
た
。
田
中
近
江
が

が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
下
に
、
前
述

即
し
て
紹
介
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

り
、
段
返
り
を
す
る
唐
子
人
形
の
御
所

る
唐
子
人
形
の
車
、
そ
の
下
に
は
、
左

た
船
型
の
車
、
そ
の
左
に
は
、
花
籠
の

鼓
を
打
つ
唐
子
人
形
の
御
所
車
、
続
け

子
の
乗
る
御
所
車
が
描
か
れ
て
い
る
。

っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
。
た

と
、
瞬
く
間
に
普
及
し
て
い
く
も
の
で

い
く
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
ひ
と
つ

問
題
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

以
下
、
番
付
に
即
し
て
具
体
的
に
、
こ

い
。

上
部
三
分
の
一
に
宮
殿
の
図
と
独
楽
の

大
掾
の
か
ら
く
り

し
た
技
術
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
よ
り

る
か
ら
く
り
が
案
出
さ
れ
て
い
っ
た
。

よ
る
「
阿
蘭
陀
萬
歳
時
計
」
の
か
ら
く

で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
高
さ
が
約
十
メ

時
計
に
は
、
二
十
五
種
類
の
か
ら
く
り

万
年
時
計
を
製
作
し
て
い
る
こ
と
は
す

の
か
ら
く
り
が
描

る
。
ま
ず
、
左
上

車
、
そ
の
右
に
は
、

か
ら
、
三
味
線
等

枝
に
渡
さ
れ
た
薄

て
、
花
笠
の
下
で

こ
れ
ら
は
、
す
べ

幸
い
な
こ

い
る
。
そ
の

文
を
掲
げ
る

難
波
新
地

掾
）
孫
三
郎

ん
ニ
ハ
唐
児

だ
、
技
術
は
、
い

あ
る
。
幕
末
の
見

の
要
素
と
し
て
、

の
と
き
の
興
行
の

八
つ
橋
図
、
中
央

続
い
て
、
鶴

た
鶴
の
雛
と

独
楽
が
廻
り

が
ふ
た
つ
廻

立
て
ら
れ
て

こ
れ
ら
の

番
付
の
絵
と

大
き
く
、
よ
り
円

大
江
和
助
、
楠
本

り
番
付
が
あ
る
。

ー
ト
ル
に
及
ぶ
時

が
組
み
込
ま
れ
て

で
に
指
摘
し
た
。

て
、
楽
器
を

る
。
そ
の
動

と
に
な
る
。

ら
く
り
が
三

頭
を
乗
せ
た

り
す
る
か
ら

と
に
、『
近
来
年
代
記
』
に
こ
の
時
の

記
述
に
よ
っ
て
、
興
行
の
実
情
を
探
る

。野
か
は

ぜ
ん
ま
い
こ
ま
ノ
一
曲

〔
ぜ
ん
ま
い
こ
ま
ノ
一
曲
〕
難
波
新
地

遊
・
八
ツ
橋
ノ
て
い
ニ
し
て
、
彼
唐
児

の
巣
籠
り
の
か
ら
く
り
が
あ
り
、
島
台

親
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
下
に
は

、
梅
の
枝
に
乗
っ
て
い
る
小
さ
な
鳥
籠

っ
て
い
る
。
こ
の
独
楽
は
お
そ
ら
く
鶯

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

か
ら
く
り
が
、
ど
の
よ
う
に
上
演
さ
れ

口
上
か
ら
は
十
分
に
推
測
し
に
く
い
。 一

演
奏
す
る
唐
子
を
乗
せ
た
車
が
自
動
で

力
が
、
西
洋
の
時
計
か
ら
く
り
の
技
術

こ
う
し
た
一
群
の
車
の
か
ら
く
り
の
右

台
並
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
一
番
上
に
は

独
楽
が
天
井
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
た
薄

く
り
が
あ
り
、
石
橋
に
ち
な
ん
で
牡
丹

興
行
の
記
述
が
残
さ
れ
て

こ
と
が
で
き
る
。
次
に
本

京
都
田
中
近
江
大
録
（
大

野
か
ハ
ニ
て
、
表
か
ん
ば

人
形
長
キ
き
せ
る
逆
ニ
て

の
松
の
枝
に
巣
作
り
を
し

、
鶏
の
入
っ
た
籠
の
上
で

の
な
か
で
、
小
さ
な
独
楽

が
変
化
し
た
か
、
鶯
に
見

て
い
た
の
か
、
そ
れ
は
、

八
四

動
く
仕
掛
け
に
な
っ
て
い

に
よ
っ
て
い
る
と
い
う
こ

側
に
、
独
楽
と
鳥
類
の
か

、
石
橋
の
二
枚
扇
の
獅
子

板
の
上
を
行
っ
た
り
来
た

の
花
が
飾
ら
れ
て
い
る
。



田
中
近
江

独
楽
の
心
木
か
ら
湯

ま
た
、
八
つ
橋
ノ
て

へ
と
移
動
し
な
が
ら

二
、（
内
ニ
ハ
）
鳥

う
。

天
女
下
り
そ
の
美
れ

記
事
に
は
、「
ぜ
ん

独
楽
を
中
心
に
据
え

次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、（
表
か
ん
ば
ん
ニ

す
の
だ
が
、
本
文
の

け
ニ
し
て
廻
り
通
し

な
こ
と

く
ま
ひ

ハ
扇
ノ
か
な
め
の
上

乗
り
向
ヒ
ヘ
渡
り
廻

大
切
ニ
ハ
唐
児
御
所

弾
き
、
三
味
線
・
太

車
を
三
、
四
度
引
通

こ
ま
を
た
め
、
其
こ

大
掾
の
か
ら
く
り

気
が
出
る
。
独
楽
が
ぜ
ん
ま
い
仕
掛
け

い
と
し
て
、
八
つ
橋
の
上
で
、
二
十
八

廻
り
続
け
る
。

籠
の
上
で
独
楽
が
舞
い
、
扇
の
要
の

い
云
計
な
し
。
又
大
こ
ま
下
り
て
廻
ふ

ま
い
こ
ま
ノ
一
曲
」
と
あ
り
、
ぜ
ん

た
興
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
内

ハ
）
唐
児
遊
と
し
て
、
唐
子
人
形
が

「
長
キ
き
せ
る
逆
て
こ
ま
を
た
め
」
は

也
。
又
八
ツ
橋
ノ
上
ニ
ハ
、
廿
八
之
小

ど
う
し
な
り
。
又
内
ニ
ハ
鳥
か
ご
ノ
上

ニ
て
ま
ひ
、
又
中
段
ニ
て
ハ
石
橋
こ
ま

り
て
行
、
又
後
へ
廻
り
行
、
中
々
妙
々

車
を
く
る
て
い
、
其
車
い
ろ

有
て

鼓
・
か
ね
を
た
ゝ
き
、
又
者
段
か
へ
り

る
な
り
。
是
尾
ハ
唐
ノ
遊
楽
ノ
所
ニ
て

ま
の
し
ん
ぎ
よ
り
ゆ
け
出
ル
。
こ
ま
ハ

で
廻
り
続
け
る
。

の
独
楽
が
右
へ
左

上
で
も
独
楽
が
舞

の
唐
子
遊
び

側
の
か
ら
く

大
独
楽
の
出

る
。
下
部
の

順
番
で
上
演

な
り
。

ま
い
仕
掛
け
の
曲

容
を
整
理
す
る
と

独
楽
を
た
め
て
廻

明
ら
か
で
は
な
い
。

段
、
大
切
、

江
の
か
ら
く

こ
と
で
は
な

の
興
行
に
つ

と
が
で
き
る

演
の
順
序
で

番
付
の
図

ノ
こ
ま
右
左
へ
み

ニ
こ
ま
ま
ひ
、
又

と
号
し
、
金
車
ニ

成
し
か
け
な
り
。

花
か
ご
、
又
琴
を

を
い
た
し
、
品
々

音
楽
を
そ
ふ
し
、

独
楽
が
廻
り

四
、（
大
切

り
、
唐
児
が

段
返
り
を
見

五
、（
尾
は

が
際
立
つ
。

『
近
来
年
代

せ
ん
ま
い
の
し
か

三
、（
中
段

一

と
八
つ
橋
の
曲
独
楽
か
ら
、
下
部
の
右

り
、
そ
し
て
、
再
び
上
部
の
唐
門
左
側

現
と
い
う
順
番
で
の
興
行
と
し
て
、
そ

か
ら
く
り
は
、
右
か
ら
左
へ
と
描
か
れ

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

尾
と
い
う
五
段
構
成
と
し
て
記
述
し
て

り
の
興
行
形
態
が
そ
の
よ
う
な
五
段
形

く
、『
近
来
年
代
記
』
の
記
述
の
ス
タ

い
て
の
記
述
を
見
る
と
、
類
似
し
た
記

。
資
料
の
記
述
の
し
か
た
の
問
題
が
あ

、
か
ら
く
り
が
演
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ

に
即
し
て
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に

続
け
、
ま
た
、
後
ろ
へ
戻
る
。

ニ
ハ
）
唐
児
が
御
所
車
を
牽
く
。
そ

琴
を
弾
い
た
り
、
三
味
線
、
太
鼓
、
鉦

せ
た
り
す
る
。
三
回
か
ら
四
回
程
度
車

）
唐
の
遊
楽
の
と
こ
ろ
。
音
楽
を
奏

ま
た
、
大
独
楽
が
下
り
て
き
て
廻
る
。

記
』
で
は
、
こ
の
時
の
興
行
を
表
看

ニ
テ
）
石
橋
こ
ま
と
称
し
て
、
金
車

八
五

側
の
か
ら
く
り
、
次
に
左

の
宮
殿
の
か
ら
く
り
か
ら
、

れ
ぞ
れ
が
配
置
さ
れ
て
い

て
お
り
、
お
お
よ
そ
そ
の

い
る
。
こ
れ
は
、
田
中
近

式
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

イ
ル
で
あ
る
。
同
書
の
他

述
の
し
か
た
を
見
出
す
こ

る
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
上

と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

な
る
。
す
な
わ
ち
、
上
部

の
車
は
、
花
籠
で
あ
っ
た

等
で
音
楽
を
演
奏
し
た
り
、

は
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
。

し
、
天
女
が
下
る
美
麗
さ

板
の
か
ら
く
り
、
内
、
中

に
乗
っ
て
向
か
い
へ
渡
り



せ
鶴
の
す
ご
も
り
鶏

車
の
上
に
て
琴
三
絃

皇
帝
御
遊
の
体
人
形

独
楽
の
は
た
ら
き
初

上
鑿
製
田
中
近
江
大

こ
こ
に
口
上
の
本

京
都
寺
町
せ
い
ぐ

乍
憚
口
上

四
方
の
諸
君
子
様

の
御
慰
の
た
め
時
計

楽
の
一
曲
よ
り
蒸
気

田
中
近
江

三
、

前
年
の
大
坂
で
の

七
年
正
月
京
都
誓
願

蔵
）。
す
な
わ
ち
、
上

下
部
を
新
た
に
三
段

の
声
あ
る
ひ
は
人
形
に
画
を
か
ゝ
せ
大

ど
ら
太
鼓
か
ら
子
人
形
の
離
業
舞
台
の

楽
を
奏
し
天
女
下
り
て
舞
あ
そ
び
大
切

日
よ
り
栄
当
々
と
賑
々
し
く
御
来
駕
之

掾
細
工
人

田
中
儀
右
衛
門

飯
田
甚

文
を
記
し
て
お
く
。

わ
ん
じ
境
内
ニ
お
ゐ
て
寅
正
月
吉
日
興

益
々
御
機
嫌
能
恐
悦
至
極
奉
存
候
随
而

細
工
大
が
ら
く
り
就
中
蒸
気
の
勢
力
を

散
漫
て
風
と
な
し
人
形
鳥
類
の
腹
内
ニ

大
掾
の
か
ら
く
り

嘉
永
七
年
興
行
の
番
付

絵
番
付
の
板
木
を
流
用
し
て
彫
り
直
さ

寺
境
内
で
の
興
行
の
番
付
で
あ
る
（
国

部
の
か
ら
く
り
の
図
は
板
木
を
そ
の

の
か
ら
く
り
に
差
し
替
え
て
彫
り
直
し

舞
台
に
て
は
自
然

正
面
ニ
唐
土
玄
宗

に
は
三
間
半
の
大

程
偏
に
希
上
候
巳

作

後
藤
恵
七

れ
て
お
き
た

の
か
ら
く
り

か
ら
く
り
と

り
が
描
か
れ

る
か
ら
く
り

か
れ
て
い
る

の
上
を
独
楽

行
仕
候

今
般
御
子
達
様
方

か
り
種
々
働
き
独

通
は
せ
笛
を
吹
か

三
、（
大
舞

子
人
形
の
離

四
、（
舞
台

し
、
天
女
が

五
、（
大
切

嘉
永
六
年

こ
に
は
記
さ

れ
た
の
が
、
嘉
永

立
科
学
博
物
館
所

ま
ま
流
用
し
て
、

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
番
付

気
」
の
勢
力

一
、
独
楽

二
、
蒸
気

や
鶏
の
鳴
き

段
目
の
か
ら

い
。
一
段
目
の
自
然
車
の
か
ら
く
り
は

と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
二
段
目
の

同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
演
目
と
し

て
い
る
。
太
鼓
の
上
の
鶏
が
羽
ば
た
き

で
あ
る
。
同
じ
か
ら
く
り
が
後
述
す
る

。
右
端
に
は
、
御
所
車
の
上
で
唐
子
人

と
鼠
が
行
き
交
う
か
ら
く
り
が
描
か
れ

台
で
は
）
自
然
車
の
上
で
琴
三
弦
ど

れ
業
を
演
じ
さ
せ
た
。

の
正
面
は
）
唐
土
玄
宗
皇
帝
御
遊
の

舞
い
下
が
り
、
舞
い
遊
ぶ
。

に
は
）
三
間
半
の
大
独
楽
が
廻
る
。

の
か
ら
く
り
と
同
種
の
か
ら
く
り
が
大

れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
く
り
が
い
く
つ 一

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
、「
時
計
大
が

を
か
ら
く
り
の
動
力
と
し
て
利
用
し
て

を
蒸
気
で
廻
す
。

を
人
形
や
鳥
類
の
腹
中
に
通
し
て
、
笛

声
を
出
し
た
り
、
人
形
に
絵
を
描
か
せ

く
り
が
そ
れ
に
相
当
す
る
。

、
五
種
類
と
も
嘉
永
六
年

う
ち
三
種
類
は
、
前
年
の

て
は
、
諌
鼓
鶏
の
か
ら
く

を
し
て
、
下
の
雛
鳥
が
囀

『
田
中
近
江
図
案
』
に
描

形
が
所
作
を
し
て
、
長
柄

て
い
る
。
三
段
目
に
は
、

ら
太
鼓
を
演
奏
さ
せ
、
唐

場
面
で
、
人
形
が
楽
を
奏

半
を
占
め
る
の
だ
が
、
そ

か
あ
る
の
で
、
少
し
く
触

八
六ら

く
り
」
で
あ
り
、「
蒸

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

を
吹
か
せ
て
鶴
の
巣
籠
り

た
り
し
た
。
二
段
目
、
三
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こ
れ
ら
の
番
付
か

天
女
が
舞
い
踊
る
か

で
き
る
。

四
、

こ
こ
で
、
順
序
は

戸
市
立
博
物
館
所
蔵

描
か
れ
て
お
り
、
上

か
ら
く
り
二
種
が
描

て
い
る
。
こ
れ
は
、

嘉
永
七
年
の
絵
番

橋
の
か
ら
く
り
か
ら

れ
、
続
け
て
下
部
最

か
ら
く
り
、
大
独
楽

田
中
近
江

右
端
に
扇
の
上
で
独

て
は
、『
近
来
年
代
記

と
が
知
れ
る
の
で
、

る
。
そ
の
左
に
は
、

ろ
で
書
い
た
絵
や
文

り
で
あ
る
。
こ
れ
は

ら
、
最
初
に
八
つ
橋
の
曲
独
楽
で
始
め

ら
く
り
で
終
わ
る
と
い
う
上
演
形
態
を

文
政
七
年
興
行
の
番
付

逆
に
な
る
が
、
文
政
七
年
の
番
付
を
見

）。
こ
こ
で
も
同
様
の
上
演
形
態
が
指

演
さ
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
そ

か
れ
、
最
後
に
、
西
洋
時
計
を
背
に
乗

象
の
か
ら
く
り
時
計
の
見
世
物
で
あ
る

付
で
も
、
や
は
り
、
舞
台
正
面
の
唐
門

、
下
部
の
三
段
の
う
ち
の
下
二
段
の
か

上
段
の
自
然
車
の
か
ら
く
り
へ
と
移
り

の
出
現
と
な
る
。

大
掾
の
か
ら
く
り

楽
が
廻
る
か
ら
く
り
が
描
か
れ
て
い
る

』
に
、
扇
の
要
で
独
楽
を
廻
す
か
ら

前
年
に
引
き
続
き
同
じ
か
ら
く
り
を
演

文
字
書
き
の
か
ら
く
り
が
描
か
れ
て
い

字
が
そ
の
ま
ま
掛
け
軸
に
描
き
出
さ
れ

、
後
に
触
れ
る
『
田
中
近
江
図
案
』
に

、
最
後
に
宮
殿
で

指
摘
す
る
こ
と
が

て
お
き
た
い
（
神

摘
で
き
る
。

想
起
さ
れ
よ

宮
殿
は
水
槽

か
れ
て
い
る

伝
統
的
な
か

左
上
に
は

碁
盤
の
上
に

は
、
唐
子
人

の
右
隣
に
独
楽
の

せ
た
象
が
描
か
れ

。右
の
唐
子
と
八
つ

ら
く
り
が
演
じ
ら

、
最
後
に
宮
殿
の

八
尺
」
と
記

ト
ル
程
に
な

の
で
あ
る
。

間
半
と
記
さ

間
半
で
あ
れ

て
廻
り
続
け

か
ら
く
り
は

が
、
こ
れ
に
つ
い

く
り
が
あ
っ
た
こ

じ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
離
れ
た
と
こ

る
と
い
う
か
ら
く

同
じ
か
ら
く
り
が

ま
ず
、
注

薄
板
の
上
を

の
上
ニ
て
廻

二
・
一
メ
ー

が
舞
い
降
り

ら
く
り
に
て

う
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
、
水
が
ら

の
中
に
建
っ
て
お
り
、
龍
が
水
を
巻
き

。
龍
が
水
を
吐
く
か
ら
く
り
人
形
で
あ

ら
く
り
の
演
目
の
一
つ
で
あ
る
。

、「
か
る
わ
ざ
人
形
蝶
ま
ひ
遊
ふ
」
と

置
か
れ
た
花
生
け
か
ら
噴
水
が
湧
き
、

形
が
逆
立
ち
を
し
て
い
る
。
高
さ
が

さ
れ
て
い
る
。
横
幅
が
約
十
メ
ー
ト
ル

る
。
こ
れ
が
舞
台
正
面
に
飾
ら
れ
て
お

こ
こ
に
大
独
楽
が
出
現
す
る
。
絵
に
は

れ
て
い
る
。
二
間
半
の
直
径
で
あ
れ
ば

ば
、
約
六
・
四
メ
ー
ト
ル
の
大
独
楽
が

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
巨

、
嘉
永
期
の
番
付
で
も
最
初
と
最
後
に 一

目
さ
れ
る
の
は
、
番
付
の
最
前
列
の
右

廻
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
い
る

ふ
」「
横
七
尺
五
寸
（
約
二
・
三
メ
ー

ト
ル
）」
で
あ
る
。
ま
た
、
最
前
列
の

て
舞
楽
が
奏
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
描
か
れ

音
楽
あ
り
」
と
あ
り
、
宮
殿
の
舞
台
は

く
り
で
演
じ
ら
れ
る
の
で
、

上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
描

る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
は
、

い
う
水
が
ら
く
り
が
あ
り
、

蝶
が
舞
い
遊
び
、
上
段
で

「
六
尺
五
寸
」
と
あ
り
、
二

、
高
さ
が
約
五
・
五
メ
ー

り
、
大
切
に
演
じ
ら
れ
た

、
二
間
半
、
口
上
で
は
三

約
四
・
五
メ
ー
ト
ル
、
三

舞
台
の
上
か
ら
下
り
て
き

大
で
あ
る
。
こ
の
二
種
の

演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

八
八

側
に
八
つ
橋
の
曲
独
楽
が

こ
と
で
あ
る
。「
こ
ま
橋

ト
ル
）」「
高
サ
七
尺
（
約

左
側
に
は
、
宮
殿
に
天
女

て
い
る
。「
天
女
舞
楽
か

、「
横
五
間
半
高
サ
壱
丈
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文
政
七
年
の
番
付

い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
嘉
永
六
年
、
七

独
楽
で
始
ま
り
、
最

わ
ら
な
い
こ
と
が
わ

の
か
ら
く
り
を
配
置

あ
る
。

芸
を
し
て
、
車
の
長

さ
が
「
弐
間
半
（
約

げ
る
湧
水
で
支
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
見

番
付
に
も
記
さ
れ
た

ら
水
が
吹
き
上
げ
て

に
つ
い
て
は
よ
く
わ

田
中
近
江

メ
ー
ト
ル
強
の
大
き

な
が
ら
行
か
へ
る
」

を
独
楽
が
行
き
つ
戻

廻
っ
て
い
る
。
こ
れ

さ
が
「
六
尺
（
約
一

に
は
、「
か
ら
く
り
人だ

け
を
見
て
い
る
と
、
か
ら
く
り
が
並

た
め
に
、
そ
こ
か
ら
上
演
の
実
際
を
推

年
の
番
付
と
比
較
対
照
す
る
と
、
や
は

後
に
宮
殿
の
か
ら
く
り
で
終
わ
る
と
い

か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
番
付
は
、
前

す
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
上
演
形
態
を

柄
の
上
を
鼠
が
行
き
戻
る
と
こ
ろ
が
描

四
・
五
メ
ー
ト
ル
）」
あ
り
、
車
自
体

れ
、
車
は
、
桜
の
枝
か
ら
房
の
つ
い
た

え
る
。
こ
の
か
ら
く
り
は
、
嘉
永
七
年

水
が
ら
く
り
で
あ
る
。
そ
の
下
に
は
、

い
る
と
こ
ろ
と
水
桶
が
ふ
た
つ
描
か
れ

か
ら
な
い
。
大
き
さ
に
つ
い
て
の
記
述

大
掾
の
か
ら
く
り

さ
で
あ
る
。
そ
の
右
は
、「
日
く
ら
し

曲
独
楽
の
か
ら
く
り
で
あ
る
。
湧
水
の

り
つ
し
、
籠
の
上
の
逆
巻
く
水
の
上
で

も
、
長
さ
が
「
七
尺
三
寸
（
約
二
・
二

・
八
メ
ー
ト
ル
）」
の
大
き
さ
が
あ
る

形
」「
鼠
行
か
へ
る
」
と
あ
り
、
花
車

列
的
に
描
か
れ
て

測
し
に
く
い
。
だ

り
、
八
つ
橋
の
曲

う
上
演
形
態
は
変

面
に
最
初
と
最
後

示
し
て
い
る
の
で

は
、
巻
二
の

体
裁

巻

高
さ

一

全
長

約ン

題
簽

書セ

か
れ
て
い
る
。
長

が
下
か
ら
吹
き
上

紐
で
釣
り
上
げ
ら

の
京
都
誓
願
寺
の

籠
の
上
の
大
皿
か

て
い
る
。
こ
れ
ら

も
な
い
。

こ
の
こ
と

案
』
巻
二
も

を
記
し
た
上

と
に
な
り
そ

『
田
中
近
江

こ
ま
か
ご
内
廻
り

上
に
あ
る
籠
の
中

、
三
個
の
独
楽
が

メ
ー
ト
ル
）」、
高

。
さ
ら
に
そ
の
右

の
上
で
唐
子
が
水

こ
う
し
て

め
て
く
る
。

じ
る
の
が
定

を
挾
み
込
み

文
政
七
年
か

く
変
化
は
し

み
が
残
る
。
概
ね
の
書
誌
を
記
す
。

子
本

六
・
五
セ
ン
チ
（
軸
高
一
九
セ
ン
チ
）

二
四
八
セ
ン
チ
（
表
装
部
縦
一
六
・
五

チ
）

題
簽
「
田
中
近
江
図
案
巻
二
」（
縦
四

ン
チ
）

か
ら
推
定
す
る
と
、
従
来
よ
り
、
田

、
実
は
、
ア
イ
デ
ア
を
記
し
た
も
の
と

演
図
も
し
く
は
、
上
演
を
意
識
し
て
記

う
で
あ
る
。

五
、
田
中
近
江
図
案
（
牛
嶋
一
之

図
案
』
は
、
本
来
上
下
二
巻
で
あ
っ 一

見
て
く
る
と
、
田
中
近
江
の
か
ら
く
り

最
初
に
曲
独
楽
、
最
後
に
舞
台
正
面
で

型
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
に
趣

、
大
舞
台
で
一
番
の
見
せ
場
の
か
ら
く

ら
嘉
永
七
年
に
か
け
て
、
約
三
十
年
を

て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

セ
ン
チ

横
一
八
・
五
セ

・
二
セ
ン
チ

横
〇
・
八

中
久
重
の
『
田
中
近
江
図

い
う
よ
り
も
上
演
の
実
際

さ
れ
た
舞
台
図
と
い
う
こ

氏
所
蔵
）

た
。
残
念
な
が
ら
、
現
在

九
〇

の
上
演
形
態
が
ほ
ぼ
つ
か

宮
殿
の
大
が
ら
く
り
を
演

向
を
凝
ら
し
た
か
ら
く
り

り
を
演
じ
る
の
で
あ
る
。

経
て
も
上
演
形
態
は
大
き
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三

猩
々
の
曲

四

梅
に
独
楽

五

花
笠
独
楽

六

両
頭
八
足

七

蜘
蛛
の
巣

八

面
向
不
背

九

切
り
竹
の

保
九
戌
年

初
作
也

た
こ
と
が
わ
か
る
。

制
作
さ
れ
た
天
保
九

巻
二
に
収
め
ら
れ

一

八
橋
の
薄

が
回
る
）

二

牡
丹
に
蝶

田
中
近
江

本
文
と
題
簽
の
筆

巻
一
は
現
在
所
在

真
が
掲
載
さ
れ
て
い

い
）。
浅
野
陽
吉
『
田

に
残
る
。

成
立

不
明
。
た

呑
み
（
猩
々
の
人
形
が
大
瓶
を
渡
っ
て

の
日
暮
（
梅
の
枝
を
独
楽
が
つ
た
っ
て

の
お
渡
り
（
花
笠
の
独
楽
が
板
を
渡
る

の
亀
（
水
中
に
浮
か
び
頭
八
足
を
動
か

か
ら
み
（
蜘
蛛
の
巣
の
蜘
蛛
が
手
足
を

玉
（
面
向
不
背
の
玉
よ
り
水
が
噴
き
出

釣
り
花
生
（
切
り
竹
の
花
生
け
よ
り
水

」
と
あ
り
、
時
雨
傘
の
か
ら
く
り
が
天

こ
の
近
江
図
案
が
制
作
さ
れ
た
の
は
、

年
よ
り
も
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

て
い
る
一
九
種
の
か
ら
く
り
演
目

板
独
楽
の
遊
び
（
八
橋
の
薄
板
の
上
で

の
戯
れ
（
こ
の
絵
は
な
い
）

大
掾
の
か
ら
く
り

跡
は
別
か
。

不
明
。『
田
中
近
江
大
掾
』（
田
中
近
江

る
の
み
（
写
真
で
は
文
中
の
文
字
が

中
近
江
』
に
、
か
ら
く
り
に
つ
い
て

だ
し
、
巻
一
の
時
雨
傘
の
か
ら
く
り
の

大
盃
を
呑
む
）

い
く
）

）す
）

働
か
す
）

す
）

が
流
れ
落
ち
、
朝

空
殿

な
い

笙
の

第
一
に
収

野
陽
吉
の
前

一

弘
「
恋
し

保
九
年
に
作
ら
れ

こ
の
か
ら
く
り
が

た
く
さ
ん
の
独
楽

一
四

七

一
五

鶴

一
六

茶
人
が

一
七

麒

一
八

鳳

一
九

天

翁
顕
彰
会
）
に
写

十
分
判
読
で
き
な

の
解
説
が
わ
ず
か

箱
の
右
横
に
「
天

顔
の

一
〇

口

一
一

弓

一
二

比

一
三

諌
羽
た

の
縁
を
天
女
が
自
在
に
行
き
来
す
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
女
が
縁
を
往
来

笛
や
太
鼓
の
音
色
が
聞
こ
え
る
）

め
ら
れ
て
い
た
か
ら
く
り
演
目
（
写
真

掲
書
を
参
照
し
た
）

法
大
師
秘
密
筆
（
離
れ
た
書
幅
に
文
字

く
は
た
つ
ね
来
て
み
よ
い
つ
み
な
る

面
鳥
（
七
面
鳥
が
七
つ
の
頭
を
動
か
す

の
巣
籠
り
（
鶴
の
小
鳥
が
羽
た
た
き
し

汲
娘
（
暖
簾
の
中
か
ら
し
ず
し
ず
と
現

茶
碗
を
と
る
と
止
り
茶
碗
を
置
く
と
も

麟
（
麒
麟
が
頭
、
四
足
を
動
か
す
）

凰
（
鳳
凰
が
頭
を
動
か
し
、
眼
を
動
か

女
空
殿
の
舞
（
雲
の
上
げ
下
げ
で
切
れ 一

花
が
舞
い
落
ち
る
）

上
人
形
（
舞
台
に
歩
み
出
て
挨
拶
を
し

曳
童
子
（
曳
い
た
弓
矢
が
的
に
命
中
す

翼
の
鳥
の
餌
ば
み
（
比
翼
の
鳥
が
餌
を

鼓
鶏
（
諌
鼓
太
平
楽
で
諌
鼓
鳥
が
時
を

た
き
を
す
る
）

空
殿
の
下
に
は
仕
掛
け
が

で
き
る
不
思
議
が
見
せ
場
。

で
判
読
で
き
な
い
の
で
浅

を
書
く
。「
春
夏
秋
冬
」

」） ）て
鳴
き
声
を
発
す
）

れ
て
茶
碗
を
運
び
、
見
物

と
へ
帰
る
）

す
）

た
り
つ
な
が
っ
た
り
す
る

九
二

て
退
場
す
る
）

る
と
、
的
が
変
化
す
る
）

つ
い
ば
む
）

告
げ
、
小
鳥
も
さ
え
ず
り
、



田
中
近
江

一
一

時
雨
傘
（

が
降
る
か
。

一
二

吹
矢
人
形

の
矢
を
順
次

『
田
中
近
江
図
案
』

七

ブ
ン
ブ
ク

八

蟹
（
浅
野

九

茶
運
び
人

え
る
。
傍
ら

る
）

一
〇

自
然
琴
（

奏
す
る
音
楽

三

満
干
玉
（

四

千
鳥
香
爐

五

太
鼓
舟
（

ゝ
箱
か
ら
出

入
」
と
す
る

六

浦
島
人
形

本
文
判
読
で

二

蜘
蛛
切
丸

大
掾
の
か
ら
く
り

判
読
で
き
ず
。
見
物
人
に
傘
を
持
た
せ

箱
の
右
横
に
「
天
保
九
戌
年

初
作
也

（
吹
矢
で
台
に
乗
せ
た
枕
を
倒
す
。
浅

に
筒
中
か
ら
吹
き
出
し
、
一
々
的
を
倒

巻
二
は
、
八
つ
橋
の
薄
板
の
上
を
あ

茶
釜
（
火
を
焚
か
ず
に
茶
釜
の
湯
が
煮

「
行
き
戻
り
蟹
」）

形
か
（
写
真
が
不
鮮
明
だ
が
、
茶
運
び

に
「
人
形
入
」
と
「
成
平
人
形
」
の

浅
野
「
口
上
人
が
扇
を
箱
の
上
に
あ
つ

装
置
」）

判
読
で
き
ず
）

（
机
の
上
で
千
鳥
が
羽
た
た
き
を
す
る

浅
野
「
舟
の
上
に
二
個
の
唐
子
人
形
太

て
来
り
、
又
箱
に
入
り
て
止
む
装
置
」

が
、「
太
鼓
舟
」
と
す
べ
き
。）

（
絵
に
は
、
亀
に
乗
っ
た
浦
島
の
人
形

き
ず
）

（
不
明
。
本
文
な
し
）

て
そ
の
う
ち
に
雨

」
と
あ
る
）

野
「
人
形
が
數
本

す
装
置
」

ま
た
の
独
楽
が
舞

え
る
か
。
推
定
）

人
形
の
よ
う
に
見

箱
が
描
か
れ
て
い

れ
ば
自
然
に
琴
を

。
判
読
で
き
ず
）

鼓
を
挾
み
叩
き
つ

浅
野
は
「
太
鼓
舟

が
描
か
れ
て
い
る
。

一
九
三

酢屋掛月宮殿舞楽之図

図５ 五穀神社祭礼からくり（『田中金江大掾』より転載）



「
翁
手
記
の
年
譜
」
に

久
留
米
の
酢
屋
掛
の

る
。
そ
し
て
、
こ
の

そ
れ
ら
を
参
照
す
る

で
あ
る
。

『
田
中
近
江
図
案
』

た
番
付
と
共
通
し
て

っ
て
舞
う
様
子
が
描

が
行
き
す
ぎ
る
と
、

は
、
通
常
の
下
遣
い

な
い
。
そ
の
仕
掛
け

天
女
が
自
在
に
渡
っ

て
、
切
り
離
さ
れ
た

こ
の
か
ら
く
り
は
、

田
中
近
江

い
遊
ぶ
演
目
で
始
ま

よ
ろ
こ
ひ
の
舞
ひ
空

ら
く
り
の
詳
細
を
知

「
笙
の
ふ
へ
太
鼓
の
音

ハ
薄
き
ぬ
ば
り
天
女

目
を
ど
ろ
か
す
事
也

も
あ
っ
た
「
雲
切
り
」
の
か
ら
く
り

刷
り
物
の
中
に
描
か
れ
て
お
り
、
版
木

か
ら
く
り
が
現
在
も
八
女
灯
籠
人
形
で

と
、
先
程
述
べ
た
よ
う
な
演
技
、
演
出

は
、
こ
の
よ
う
に
最
初
と
最
後
の
か

お
り
、
題
簽
に
い
う
「
図
案
」
と
い
う

か
れ
て
お
り
、
空
殿
は
、
縁
で
結
ば
れ

縁
が
切
り
離
さ
れ
る
。
天
女
が
縁
を
渡

で
は
無
理
な
の
で
、
横
か
ら
の
棒
遣
い

が
縁
に
あ
る
は
ず
の
と
こ
ろ
が
、
縁
が

て
い
く
と
こ
ろ
が
不
思
議
な
演
出
に
な

縁
は
雲
が
吊
り
上
げ
ら
れ
る
と
、
回
転

す
で
に
近
江
が
は
や
く
に
考
案
し
た
も

大
掾
の
か
ら
く
り

る
。
最
後
は
、
や
は
り
、
宮
殿
の
か

殿
ニ
う
つ
り
ゑ
ん
を
切
て
行
か
よ
ふ
」

る
こ
と
が
で
き
る
記
述
に
な
っ
て
い

色
」「
雲
を
つ
り
あ
ぐ
れ
ハ
空
殿
の
ゑ

ハ
両
殿
ニ
而
舞
有
り

至
而
珍
ら
し
き

」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
天
女
が
空
殿
ので

あ
る
。
こ
れ
は
、

が
保
存
さ
れ
て
い

奉
納
さ
れ
て
い
る
。

が
想
定
さ
れ
る
の

ら
く
り
が
先
に
見

表
現
は
性
格
で
は

羽
ば
た
き
や

た
り
す
る
か

麟
、
鳳
凰
と

と
想
像
さ
れ

も
の
が
あ
り

う
趣
向
で
あ

こ
の
よ
う

て
い
る
が
、
天
女

っ
て
い
く
た
め
に

で
な
け
れ
ば
な
ら

切
り
離
さ
れ
て
も

っ
て
い
る
。
そ
し

す
る
。
ち
な
み
に
、

の
で
あ
り
、
先
の

さ
ら
に
詳

口
上
人
形
と

あ
る
客
席
側

こ
れ
ら
の
演

も
り
で
、
構

口
上
人
形
は

だ
ろ
う
。
次

ら
く
り
で
、「
天
女

と
あ
り
、
こ
の
か

る
。
す
な
わ
ち
、

ん
ハ
ま
わ
る

雲

仕
法
な
り
人
々
の

間
の
縁
を
行
き
通

な
い
。
む
し

あ
り
、
実
際

と
本
文
の
筆

称
は
必
ず
し

誌
の
と
こ
ろ

定
さ
れ
る
。

鳴
き
声
が
蒸
気
を
ふ
い
ご
に
送
り
込
ん

ら
く
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
茶

な
る
が
、
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
巨
大
な

る
。
別
の
か
ら
く
り
の
番
付
で
、
巨
大

、
巨
大
な
空
殿
の
か
ら
く
り
へ
と
つ
な

る
こ
と
が
わ
か
る
。

に
『
田
中
近
江
図
案
』
は
、
明
ら
か
に

細
に
検
討
す
る
と
、
大
舞
台
で
上
演
さ

茶
運
び
人
形
が
挾
み
込
ま
れ
て
い
る
。

の
羽
目
板
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
で

目
が
中
入
り
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

成
を
見
直
す
と
、
口
上
人
形
ま
で
は
、

、
お
そ
ら
く
、
弓
曳
童
子
の
口
上
を
言

に
、
茶
運
び
人
形
ま
で
は
、
鳥
類
の
か 一

ろ
、
こ
れ
は
、
舞
台
図
あ
る
い
は
上
演

の
興
行
の
様
子
を
記
し
た
も
の
と
考
え

跡
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の

も
田
中
近
江
の
も
の
と
は
限
ら
な
い
の

で
、
記
し
た
よ
う
に
、
天
保
九
年
以
降

で
動
か
し
た
り
、
鳴
か
せ

運
び
人
形
の
あ
と
は
、
麒

か
ら
く
り
人
形
で
あ
っ
た

な
鳳
凰
が
描
か
れ
て
い
る

げ
て
い
っ
て
終
わ
る
と
い

上
演
図
、
舞
台
図
と
し
て

れ
る
か
ら
く
り
の
間
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に
舞
台
の
下
に

、
観
客
と
の
交
流
が
あ
り
、

る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
つ

曲
独
楽
と
水
が
ら
く
り
、

い
立
て
る
こ
と
に
な
る
の

ら
く
り
が
連
続
し
て
お
り
、

九
四

図
と
考
え
る
べ
き
も
の
で

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
題
箋

で
、「
図
案
」
と
い
う
呼

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
書

に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推



田
中
近
江

と
が
あ
り
ま
す
。
大

憶
に
の
こ
つ
て
ゐ
る

仕
掛
け
は
八
つ
橋

火
皿
か
ら
湯
氣
（
煙

へ
ら
れ
た
大
き
な
獨

る
こ
と
が
明
ら
か
に

個
々
の
か
ら
く
り

そ
の
ひ
と
つ
の
手
が

る
実
見
談
の
な
か
に

治
子
刀
自
の
談
で
あ

「
私
が
十
三
歳
の
時

本
本
妙
寺
境
内
で
田

い
る
貴
重
な
資
料
と

お
わ

三
点
の
番
付
と
一

上
演
形
態
に
つ
い
て

大
切
に
巨
大
な
宮
殿

種
々
の
か
ら
く
り
が

描
か
れ
て
お
り
、
当

大
掾
の
か
ら
く
り

人
気
で
樂
屋
裏
の
仕
掛
け
も
見
せ
て
貰

の
は
左
の
や
う
で
す
。

の
上
で
、
獨
樂
が
澤
山
回
轉
し
て
居
る

に
見
せ
て
）
が
盛
ん
に
立
ち
上
る
其
の

樂
が
廻
は
つ
て
ゐ
る
も
の
等
珍
ら
し
い

な
っ
た
。

の
演
技
や
演
出
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は

か
り
を
、
淺
野
陽
吉
の
『
田
中
近
江
』

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
茶
酌
人
形
を

る
。、（

安
政
六
年
）
清
正
公
大
祭
の
時
父

中
儀
右
衛
門
（
近
江
）
さ
ん
の
カ
ラ
ク

い
う
こ
と
に
な
る
。

り
に

点
の
巻
子
本
を
取
り
上
げ
て
、
田
中
近

考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
冒
頭
に

と
天
女
の
舞
の
大
が
ら
く
り
が
演
じ
ら

配
列
さ
れ
て
お
り
、
変
化
を
持
た
せ
た

時
の
田
中
近
江
の
舞
台
の
実
際
を
時
系

ひ
ま
し
た
。
今
記

も
の
や
、
煙
管
の

上
に
、
湯
氣
に
支

も
の
ば
か
り
で
し

ま
を
た
め
、

実
見
談
の
よ

連
に
つ
い
て

用
し
て
い
る

こ
の
よ
う

不
明
で
あ
る
が
、

に
紹
介
さ
れ
て
い

実
見
し
た
與
子
田

に
連
れ
ら
れ
て
熊

リ
興
行
を
見
た
こ

て
居
ま
し
た

田
中
近
江

た
も
の
で
あ

物
の
楽
し
み

茶
運
び
人

て
お
り
、
信

気
が
立
ち
上

江
の
か
ら
く
り
の

八
つ
橋
の
曲
独
楽
、

れ
、
そ
の
間
に
、

演
出
を
行
っ
て
い

二
尺
餘
の
娘

碗
が
あ
る
。

と
も
と

仕
掛
け
は
、

ラ
ク
リ
は
丁

に
し
て
あ
つ

ゼ
ン
マ
イ
の

列
的
に
描
写
し
て

た
が
、
就
中

一

其
こ
ま
の
し
ん
ぎ
よ
り
ゆ
け
出
ル
」
と

う
な
演
出
と
考
え
る
の
が
適
当
か
も
し

は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
蒸
気
や
ぜ
ん

よ
う
で
あ
る
。

に
、
田
中
近
江
の
か
ら
く
り
は
、
ポ
ン

」。の
か
ら
く
り
が
、
蒸
気
か
ら
く
り
、
ぜ

っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
資
料
で
あ
る

が
伝
わ
っ
て
く
る
。

形
が
娘
人
形
で
あ
る
と
こ
ろ
は
、『
田

頼
で
き
る
情
報
の
よ
う
に
思
え
る
。
な

る
と
い
う
の
も
、『
近
来
年
代
記
』
の

姿
で
、
手
に
茶
盆
を
捧
け
て
出
て
來
る

見
物
人
が
茶
碗
を
取
り
茶
を
飲
み
又
之

へ
返
る
の
で
、
見
物
人
皆
驚
き
大
變
な

蒸
氣
カ
ラ
ク
リ
、
ゼ
ン
マ
イ
装
置
、
水

度
風
呂
桶
の
様
な
も
の
か
ら
鉄
の
管
が

た
。
此
の
風
呂
釜
を
大
の
男
が
一
生
懸

方
は
十
文
字
に
組
ん
だ
木
を
二
人
の
男

、
一
番
人
氣
を
呼
ん
だ
の
は
、
茶
酌
人

九
五

類
似
し
て
お
り
、
こ
れ
も

れ
な
い
。
大
独
楽
と
の
関

ま
い
を
動
力
源
と
し
て
活

プ
の
技
術
を
導
入
し
た
水

ん
ま
い
装
置
等
を
駆
使
し

と
と
も
に
、
か
ら
く
り
見

中
近
江
図
案
』
と
一
致
し

お
、
煙
管
の
火
皿
か
ら
湯

「
長
キ
き
せ
る
逆
ニ
て
こ

。
盆
の
上
に
は
二
三
の
茶

れ
を
置
け
ば
、
人
形
し
づ

人
気
で
し
た
。
樂
屋
裏
の

カ
ラ
ク
リ
等
で
、
蒸
氣
カ

出
て
、
蒸
氣
を
送
る
や
う

命
、
團
扇
で
煽
い
で
ゐ
た
。

が
汗
を
流
し
つ
つ
廻
は
し

形
で
し
た
。
人
形
は
身
長



田
中
近
江
は
、
土

学
ん
だ
。
そ
う
し
た

得
意
と
す
る
金
属
細

岐
の
久
米
栄
左
衛
門

大
野
弁
吉
ら
が
活
躍

っ
て
き
て
い
る
。
田

取
組
ん
で
も
い
た
の

ら
く
り
の
動
力
源
を

人
形
、
か
ら
く
り
芝

運
び
人
形
、
口
上
人

く
り
等
す
で
に
し
ば

興
行
で
は
、
大
が
か

そ
う
し
た
興
行
地
の

あ
っ
た
。

田
中
近
江

が
ら
く
り
や
、
蒸
気

動
演
奏
楽
器
等
に
特

の
融
合
し
た
か
た
ち

り
よ
り
も
、
円
滑
で

い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら

御
門
家
で
天
文
学
を
修
め
、
広
瀬
元
恭

当
時
の
最
先
端
の
学
問
を
享
受
し
、
そ

工
の
技
術
の
中
に
生
か
し
て
い
っ
た
。

、
近
江
の
国
友
藤
兵
衛
、
常
陸
の
飯
塚

し
て
お
り
、
近
代
の
科
学
技
術
が
さ
ま

中
近
江
も
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
か

で
あ
る
。
興
行
は
彼
に
と
っ
て
大
き
な

西
洋
の
技
術
に
仰
い
だ
と
い
う
こ
と
で

居
の
あ
り
方
か
ら
言
え
ば
、
突
飛
な
も

形
、
文
字
書
き
人
形
、
弓
曳
き
人
形
、

し
ば
上
演
さ
れ
て
き
た
演
目
で
あ
る
。

り
な
舞
台
装
置
を
備
え
た
芝
居
小
屋
が

珍
奇
な
見
世
物
の
ひ
と
つ
と
し
て
人
気

大
掾
の
か
ら
く
り

や
金
属
ぜ
ん
ま
い
を
使
っ
た
自
動
人
形

徴
が
表
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
科
学

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
は

持
続
力
の
長
い
か
ら
く
り
の
演
技
・
演

の
演
目
は
、
そ
れ
ほ
ど
特
殊
な
も
の
と

の
も
と
で
蘭
学
を

れ
を
自
分
自
身
の

同
時
代
に
は
、
讃

伊
賀
七
、
加
賀
の

ざ
ま
に
立
ち
上
が

ら
く
り
の
制
作
に

収
入
源
の
ひ
と
つ

（
ダ
イ
ヤ

大
阪
市

あ
り
、
か
ら
く
り

の
で
は
な
い
。
茶

曲
独
楽
、
水
が
ら

当
時
の
見
世
物
の

立
ち
並
ん
で
お
り
、

を
博
し
た
も
の
で

め
て
描
く
こ

実
際
を
つ
か

し
て
い
く
こ

る
よ
う
に
思

注

浅
野
陽

掾
』（
秋

や
自
動
装
置
、
自

技
術
と
か
ら
く
り

、
従
来
の
か
ら
く

出
を
可
能
に
し
て

は
言
え
な
い
。
か

で
あ
り
、
開

成
功
さ
せ
る

込
ん
で
、
演

学
と
芸
能
の

を
見
る
こ
と

最
後
に
、

モ
ン
ド
社
）
一
九
九
二
年
一
一
月
。

史
編
纂
所
『
近
来
年
代
記
』（
下
）一
九
八
〇

と
が
多
い
。
そ
れ
ら
は
、
並
列
的
に
描

み
に
く
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
細

と
で
、
上
演
の
実
情
を
押
さ
え
て
い
く

う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

吉
『
田
中
近
江
』
一
九
三
〇
年
。
田
中
近

松
活
版
所
）
一
九
三
一
年
一
二
月
。
今
津
健 一

発
の
た
め
の
資
金
調
達
の
手
段
で
も
あ

た
め
に
、
従
来
の
か
ら
く
り
を
踏
ま
え

目
・
演
技
・
上
演
形
態
を
工
夫
し
て
い

あ
い
だ
を
巧
み
に
行
き
来
す
る
し
た
た

が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

こ
の
時
期
の
番
付
は
、
多
く
の
演
目
や

年
一
〇
月
。

か
れ
る
た
め
に
、
上
演
の

工
人
の
番
付
を
比
較
対
照

こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ

江
翁
顯
彰
會
『
田
中
近
江
大

治
『
か
ら
く
り
儀
右
衛
門
』

九
六

っ
た
の
だ
ろ
う
。
興
行
を

な
が
ら
、
新
機
軸
を
盛
り

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
科

か
な
田
中
近
江
の
生
き
様

演
技
を
一
枚
の
中
に
ま
と


